
画期的な発明を創造するのは、ChatGPT-5.2 Pro と Gemini3 Deep Think で比較するとど
ちらと考えられるか？ 
Gemini 3 Deep Think 
2025 年 12 月 12 日現在の技術水準に基づき、ChatGPT-5.2 Pro（OpenAI）と Gemini 3 
Deep Think（Google DeepMind）を比較すると、「画期的な発明」の種類によって最適解が
異なると考えられます。 
結論として、「0 から 1 を生み出す科学的・物理的な大発見」ならば Gemini 3 Deep Think、
「複雑な論理やシステムを構築する概念的・デジタルな発明」ならば ChatGPT-5.2 Pro に
分があります。 
それぞれの特性と、なぜそう言えるのかの分析は以下の通りです。 
1. 0→1 の「発見・着想」力：Gemini 3 Deep Think 
「画期的な発明」が、まだ世にない新しい物質の発見や、物理法則の応用、あるいは全く新
しい概念の結合を指す場合、Google の Gemini 3 Deep Think が優勢です。 

• 並列推論（Parallel Reasoning）と拡散的思考: 
Gemini 3 の「Deep Think」モードは、複数の仮説を同時にシミュレーションし、並行して
検証する能力に長けています。これにより、一直線の論理では到達できない「意外な組み合
わせ」や「セレンディピティ（偶然の発見）」を引き寄せる力があります。 

• 科学的バックグラウンド（DeepMind の系譜）: 
Google DeepMind は AlphaFold（タンパク質構造解析）などの実績があり、「AI を科学者の
パートナーにする」という設計思想が色濃いです。物理シミュレーションや膨大な実験デー
タから法則性を見つける**「科学的発明（新素材、新薬、エネルギー技術）」**において、
ChatGPT を一歩リードしています。 

• マルチモーダルな発想: 
テキストだけでなく、映像、音声、3D 空間データをネイティブに融合して思考できるため、
言語化しにくい物理的なアイデアの創出に向いています。 
2. 1→100 の「構築・証明」力：ChatGPT-5.2 Pro 
「画期的な発明」が、極めて難解な数学的証明、革新的なソフトウェアアーキテクチャ、あ
るいは高度な社会システムの設計を指す場合、OpenAI の ChatGPT-5.2 Pro が優勢です。 

• 論理的深度と収束的思考: 
ChatGPT-5.2 Pro は、長時間にわたる思考プロセス（System 2 思考）においても論理が破
綻しない極めて高い安定性を持っています。既存の知識や理論を矛盾なく積み上げ、一つの
強固な解を導き出す能力に特化しています。 

• 実装とエンジニアリング: 
SWE-Bench Pro（ソフトウェアエンジニアリング）などの指標で示される通り、発明した
アイデアを実際に動作するコードやシステムとして「具現化」する能力では最強のツールで
す。 



• 複雑系の設計: 
「新しい経済アルゴリズム」や「完全自律型の分散システム」など、数理的な整合性が求め
られる**「構造的発明」**においては、OpenAI の推論モデルが最も信頼できます。 
総合的な結論 
どちらか一つを選ぶとすれば、あなたの目指す「発明」のフェーズによります。 

• アイデアの種や、自然科学的な真理を見つけたい（Discovery） 
���� Gemini 3 Deep Think 

• アイデアを形にし、社会実装可能なシステムを作り上げたい（Engineering） 
���� ChatGPT-5.2 Pro 
現時点での最も賢い使い方は、Gemini 3 で「着想と探索」を行い、選ばれたアイデアを
ChatGPT-5.2 Pro で「理論化・実装」するという、両モデルの得意領域を繋げたワークフロ
ーであると言えます。 
 


